
 

GAMMA10/PDX端部に設置したカロリーメータによる熱流計測 
Heat flux measurement by using calorimeter in the GAMMA 10/PDX 

 
 

 大内理人1、中嶋洋輔1、松浦寛人2、市村和也1、Md. Shahinul. Islam1、Md. Maidul. Islam1、 

清水啓太1、福井良磨1、新井瑞穂1、横土敬幸1、江角直道1, 坂本瑞樹1, 津村康平1、南龍太郎1, 

假家 強1、今井 剛1 

M. Ohuchi1, Y. Nakashima1, H. Matsuura2, K. Ichimura1, Md. Shahinul. Islam1, Md. Maidul. Islam1, 
 K. Shimizu1, K. Fukui1, M. Arai1, T. Yokodo1, N. Ezuni1, M. Sakamoto, K. Tsumura1, R. Minami1, 

T. Kariya1, T. Imai1 

 
1筑波大学プラズマ研究センター,2大阪府立大学放射線研究センター 

1Plasma Research Center, University of Tsukuba 

2Radiation Research Center, Osaka Prefecture University 

 

タンデムミラー型プラズマ閉じ込め装置

GAMMA 10/PDXでは、主閉じ込め領域から磁力線

に沿って端損失したプラズマの熱流束をカロリー

メータを用いて測定している[1]。特に、ECHを印

加して生成した、ELMを模擬したパルス的な高熱

流束の評価を行っている。これまでの測定で、ECH

を印加した場合の熱流束はECHパワー380kWのと

き約15 MW/m2 に達していることが判った。 

このように、端部での熱流束はGAMMA 10/PDX

においてダイバータ模擬実験を行う際に熱負荷の

低減を考察するために参照されるため、正確な熱

流束の測定が求められている。 

GAMMA 10/PDX端部でのカロリーメータを用い

た熱流束の測定は、銅製の基板の温度上昇を熱電

対で測定して流入した熱量を求め、基板の受熱部

分の面積とプラズマ照射時間を考慮することによ

り、熱流束を算出している。従って、熱拡散時間

を低減しない限り、時間応答性が良くないことが

欠点として挙げられる。 

 

 
図1 :新たに作成したカロリーメータ 

 

  

時間応答性の改善のため、熱電対を基板の受熱

部分の近傍に固定したカロリーメータを作成した

(図1,図2)。 また、新たに作成したカロリーメータ

と従来のものとの温度変化の比較を行った(図3)。 

図からわかるように旧型に比べ、新型の時間応答

は大きく改善されていることがわかる。 本発表で

は、ECHを印加して生成した高熱流束の測定結果

と新たに作成したカロリーメータの特性の評価に

ついて述べる。 

 
図2 : 熱電対の取り付け位置の模式図 

 
図3 : 新旧のカロリーメータの温度変化 
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